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岡部 　徹　

特集にあたって

特集 レアアース・レアメタルの最新の動向

　豊かな社会を支える高性能で便利な工業製品に

は，白金族金属を含む貴金属や希土類金属（レア

アース）を含むレアメタル，それらの合金や化合物

が使用されている．希土類合金磁石やリチウムイ

オン電池，排ガス浄化触媒などの省エネ・低炭素

社会・環境浄化を目的とした高機能製品には，レ

アメタルが欠かせない．

　レアメタルの中でも先端産業に不可欠な希土類

金属の消費量は，世界的な生活水準の向上，製品

のさらなる高機能化，環境規制の強化などを背景

に，急速に拡大している．

　わが国は自国に有用な鉱物資源をほとんど持た

ないため，大量の希土類金属資源を海外から調達

し，高機能な希土類金属材料・製品に精製・加工し

て，世界中に供給している．

　今後も新素材の技術立国として，わが国が世界

をリードし続けるには，新規材料・代替材料の開

発や希土類金属使用量の低減技術の開発，使用済

み製品から希土類金属をリサイクルするプロセス

技術の開発など，希土類金属の供給安定化に向け

た多角的かつ総合的な研究開発体制を構築してい

かなければならない（図 1）．

　以上の観点を踏まえ，現在展開されている希土類

合金磁石の最新の製造技術やリサイクルの重要性

に関する最新の動向を明らかにすることを目的とし

て，本特集を企画した．今回掲載された希土類金属

に関する報文はいずれも，今後のレアメタルに関す

る技術開発に大いに貢献するものと確信している．

　本特集の発刊の趣旨にご賛同いただき，希土類

に関する興味深い論文をご投稿いただいた著者の

方々，そして一連の編集作業にきめ細かく対応し

て下さった編集スタッフの方々に，厚く御礼申し

上げたい．
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図 1　レアメタルや貴金属を例にとって，高度資源循環型社会の実現を目指すために不可欠な，リサイクル技術や環境
技術とその関連重要項目とキーワードを列記した．

高度資源循環型社会を目指す研究の背景とキーワード

高度循環社会の確立を目指した材料工学の発展／
資源・環境・リサイクルに関する新しい統合学術分野の開拓／
グローバルな資源・環境観のパラダイムシフトを目指す

環境調和型リサイクル技術の開発
持続型社会システムの構築
本分野を担う高度人材の育成
Value of Nature の啓発・教育

循環資源立国への挑戦
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スマホ・PC （貴金属と多種多様のレアメタルを使用）
次世代自動車 （走るレアメタル）
次世代航空機 （空飛ぶレアメタル）
次世代ロボット （レアメタルを多量に使用）
エネルギー関係、海洋・宇宙開発関係の産業．．．

世界的な競争力の一層の強化
海外への研究トレンドの発信
全世界への新技術の展開

採掘に伴う環境負荷の低減
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